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受理日 一般名
生物由来成分

名
原材料名 原産国 感楽症(Pつ

メリカ トリ

Tmnsfusion
12):2フ 74

2776:2009

XIVth Re」 onal

Of the

100125に 同じ

「,As al Nov

,8 2009:

日本赤十字

社

日本赤十字
社

of Blood

Vox
2009i

,17)(2A― S02-

2009

Cuidence
Ind!stry

日本感染症学会
日本地

更に抗体陽性者血液からT cru`― DNAを検出し、また
会2009:124
1(2009

液培養の結果2名からT cnI`虫 体を分離した。慢性の病原年十ヤリ

本に存在することが明らかとなつたが、媒介昆虫の存在しな

国ヽ内において感染経路は二次感染であるため、事前の抗体検査で

言髯鵞器mi輔[藤[1;得雹
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ノヾソーマ

30-31)

ことが出来る。



摯翠甲 番号 報告者名

日本赤十字

日本赤十字

日本赤十字

日本赤十字

日本赤十字

日本赤十字

社

一般名
1摯良夢警↑辱サ村名 原産国

‐
訴 感染症(ITl

メリカ・トリ
ノヽソーマ

新型インフ
ルエンザ
(Hl Nl)

ウイルス感

染

ウイルス感

染

ルス性

and

24-27)

の血液供給におけるT cnJJ(TrypanOsoma crua)ス クリーニング

用対効果についての報告である。米国の供血血液の75-80%に
cruJス クリーニング検査が行われており、29000名 当たり1名 が陽
と考えられる。本報告では、T cruォ の脅威とその制圧にかかる費用
評価するために、異なるスクリーニング条件下で受血者の仮想コ
卜を設定し、生涯コストと健康に関する結果を比較するために、病
行モデリングを用いた。フつの供血者もしくは献血検査の方法を

スクリーニングしない場合と比較した。その結果、モデルにお
てヽ最も影響のあるパラメーターは輸血された患者層の特徴と関連し

おり、生存率、健康状態一般(u●

“

ty)および将来の健康状態の低下
である。T cnlオ に関しては、血清陽性率および伝播効率が最も影
している。本分析は、選択的なT cnlaスクリーニングは全数検査と

ぼ同等の効果があり、低コストであることを提示している。

100003に 同じ

100003に 同じ

100003に 同じ

貯̈
ｅｍｂｅｒ

ｎｃｅ
ポ
Ｎｏｖ

Disease
15(11):18301832

14(50) 100003に 同じ

Infectious Disease

October 2009

1000031こ 同じ

受理日 番号 報告者名

日本赤十字

生物白来成分

名
原材料名 原産日

有
分

含

区
感染症(Pつ

クングニ
ヤウイルス

Disease

日本感染症学会

第58回 東日本地

方会 200,124
(2000

30-31)

and

2009 0ct

4-512009

ルウイツレス 1511668-1670

2009

100000に 同じ

100003に 同じ

100003に 同じ

100003に 同じ

ARC(Ame■ can Red Cross)は パベシア症の拡大報告を受け、米国7

州での供血検査の実施を提案している。近くTransfusOn誌 に掲載予

定の研究報告3報では、1供血血液のBabesa mにrotiに 対するigG抗

体を調査した結果、コネチカット州およびマサチュー

な拡大が確認され、2ロードアイランド州における輸血を介した感染

の広がりを特定し、32005‐ 2007年にARCの HemOM」 Lnce PrOgram

に報告されたTTB ltransfuSon― transmitted babeSoSs)症 例の分析

成された。これらの報告は、バベシア症およびπ Bが増加している危
への懸念が強調されており、ARCは 感染

を行う2つの提案を作成した。まずコネチカット州で
IFAGmmunoluOresence assay】

=よ
る(全血献血された)供血血液検

査、陽性供血者の供血延期などを行い、この結果次第ではあるが、

他の6州でも検査範囲を広げる予定である。バベシア症はlxodes属の

マダニによつて伝播し、大部分の感業者は無症候か軽症で何ケ月も

続く可能性がある。現在、FDAが認可した検査方法はなく、寄生虫保

有者が供血した場合、受血者への輸血を介した感染の可能性があ

る。

２。

６
．
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′ヽベシア症



報告者名

日本赤十字

日本赤十字

社

日本赤十字

,7智|
■般名

XN hヽ Re● onal

Of the

Asia; Nov

14-18,2009,

(P-141)

Society of Blood

Sanguinis 2009;97

100003に 同 じ

1)119)

イルス感

100000に 同じ

5-8:New
Orleans

of General
14に同じ

2644-2649

ポリビア出

血熱

Infectious Disease

15:1526-1528

Septer¨er 2∞ 9

100003に 同 じ

100003に 同じ

100003に 同じ

2009;

ONE 5(1)

101371る oしma
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受理 日 一般名
生物由来成分

名
原材料名 原産国

有
分

　

¨

含

区

・
¨

Committee on the Safet of Blood, Tissue

日本赤十字

日本赤十字

社

ェルトヤ

フェルト・ヤ
コブ病

Department of

Meeting);
2フ

0076[1
National C」 D

100003に 同じ

of 5」 an 2010)

ncet 2009:374:
100003に 同じ

IMWR 2009

リデFttR'繁鰐l■:男幾 ),現錫甜島婆
書膳諏牢鼎露需罪慨 切麗撃:靱｀

果は有望であったが、この試験には完了までに時間が

翻 岬 鰹
し、ガ PRISiИ 臨床試験の完了を条件とし、フイルター処理赤血球は

1996年 1月 1日 以降に生まれたヒトヘの提供を推奨する。

日本赤十字
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10」anuary 22

100003に 同じ



受理日
生物由来成分
, 名

‐
|

｀
原材料名 原産国 感染症(Pつ

鳥インフル
エンザ

型肝炎

100003に 同じ

本において初流血除去導入前および導入後の血小板濃厚液(PC)

を調査した。日本赤十字社が供給する、初流血除去
入前および導入後の有効期限切れPCを用い、保存から4日 以上
血小板検体をサンプリングし、好気性および嫌気性ボトル双方に

10mL量を接種した。その結果、細菌汚染は初流血除去導入前後で
fransfusion 49: 17%136/21,786)か らo05%01/21.フ 83】こ減少し(減少率71%)、 このう

細菌感染 152-2157:2009 菌を除いた臨床的に重要な細菌の汚染件数は4件 (0018%)で
,本 結果より、初流血除去の効果は細菌汚染頻度において顕

であった。また、細菌汚染頻度は西欧諸国と同等であり、培養スク
―ニング検査は非実施であるにも関わらず、日本ではPC輸血後の

血症反応の発現頻度が低いのは、日本でのPCの 保存

事ヽが理由として考えられ、この重要性を示唆する結果であつ

日本赤十字

本赤十字

小板濃厚液
人血小板濃厚

液

日本肝臓学会大
13回 200,
(2009

14-15)

100003に 同じ

100125に 同じ

100125に 同じ

49(12)127フ 4-

December

XIVth Reeional
Consess of the
ISBT, Asia; Nov
14-18,2009;
Nagoya

Transiston Vox

971フ )(2A― S02-
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一般名
生物由来成分
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原産国

含有
区分

感染症(Pつ

日本赤十字

日本赤十字

日本赤十字

日本赤十字

社

日本感染症学会
アメリカ・トリ
くノソーマ

日本地

方会 2009124 100151に 同じ

1 (2009

30-31)

メリカ・トリ
100150に 同じ

TXPO:2009
24-27)

100003に 同じ

100003に 同じ

Disease
100003に 同じ
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イルス感 100003に 同じ



日本赤十字

日本赤十字

日本赤十字

日本赤十字
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ルウイルス

ウイルス性
]歯 炎

チクングニ

ヤウイルス

感染

デング熱

Disease
100o03に 同じ

151671-1672

Disease
100003に 同じ

15:1668-1670

日本感染症学会
日本地

2009:124 :00003に 同 じ

1 (2009

30-31)

100003に 同じ

Annual

7; New
100000に 同じ

suppI S66-

Newsletter
100150に 同じ
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‐ 名 || 認 |
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2009 100003に 同じ
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受理日 番号 報告者名 ■般名

日本赤十字

社

日本赤十字

社

日本赤十字

社

原材料名
‐

原産国 舗
・齢
一

感染症(PTlキャt蟹1分

知
”

Depafrment of
SaBTO

oF the 100150に 同じ
Meeting);2009

201001070076[1
National C」 D

Suryeillance Unit

クロ

ルト・ヤ

病

日本赤十宇

社

as of 5」 an 2010)

型クロ

ヤ
28-2128

100003に 同じ

100003に 同じ
January 22

49

細菌感染 100150に 同じ

Cenes 2009
1):76-80

日本赤十字

社
100003に 同 じ

英国におけるパンデミックインフルエンザA HlNl(2009)ウ イルス :発

生日 2009年 9月 1日 、最初の確定日 2009年 9月 16日 、報告 B
18日 、原因 パンデミックHl Nウ イルス(2009)。 2009年 9月 2

日にNORTHERN lRELANDで アウトブレイクが発生し、飼育頭数はプ

タ5.000頭、確定例はプタ4500頭、死亡例5頭であつた。

豚小腸粘膜
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受理日 番号 報告者名 一般名
有

分

含

区
生物由来成分

名
原材料名 原産国

症

例 感染症(P⊃

新型インフ

ルエンザ
(HlNl)

新型インフ
ルエンザ
(Hl Nl)

型インフ
エンザ

2009 0ctober

OIE 2009

アイスランドにおけるバンデミックインフリレエンザA HlNl(2009)ウ イル

ス:発生日 2009年 10月 24日 、最初の確定日 2009年 10月 27日 、報

告日 2009年 10月 27日 、原因 パンデミックHl Nウ イルス(2009)。 2009

年 10月 24日 にGULLBRINGUで アウトブレイクカ`発生し、飼育頭数は

プタ4500頭、確定例はプタ10頭 、死亡例0頭であつた。

アイルランドにおけるノ`ンデミックA/HlN1 2009ウ イルス:発生日
09年9月 25日 、最初の確定日 2009年 9月 29日 、報告 日 2009年 9

29日 、原因 パンデミックインフリレエンザA/Hl Nウ イルス。2009年9

25日 にアイルランドCORK K‖ worthでアウトブレイクが発生し

はプタ3050頭、確定例はプタ40頭、死亡例0頭 であつた。

100082に 同じ

インドネシアにおける′くンデミックインフルエンザ″HlNlウ イルス :

発生日 2009年8月 2フ 日、最初の確定日 2009年9月 15日 、報告日

11月 26日 、原因 パンデミックインフルエンザA/Hl Nlウ イル

2009年 8月 27日 にKEPυ LAUAN RIAUで バンデミックA/Hl Nlウ イ

スのアウトブレイクが発生した。飼育頭数はプタ250.000頭 、確定例

不明、死亡例0頭であつた。

,ナ ダPHAC(PuЫ にHealth Agency oF Canada】こよるパンデミック

Hl Nl)ウ イルスの監視と疫学調査の週間報告である。2009年 8月 30
‐9月 5日 の週は、全体のインフルエンザ活動の傾向は先週と同様の

を示し、1日診察の割合は一年のこの時期の予想よりわずかに

た。バンデミック(Hl Nl)2009のビークは6月 の最初の3週間で

。罹患数においてはパンデミック(HlNl)2009の勢いは低く、こ

入院数は
"例

および死亡2例が報告された。2009年 9月 5日

、入院総数は1445例 、285例 は:CUに 入院し、バンデミックが起こつ

以来死亡総数は74例 となった。また、バンデミック(Hl Nl)2009は全

よび準州に広がつたが、これまで入院症例の約90%および死亡
例の85%以上は4州 (AB,MB.ON.OC)か ら報告されている。2歳 以

の子供、妊娠女性、疾患のある05歳 以下の人および先住民は、入

る割合が高くまた重症化するリスクが大きい。

るパンデミックインフルエンザHlNl:発 生日 2009年 12月

14日 、最初の確定日 2009年 12月 14日 、報告日 2009年 12月 23日

′`ンデミックインフルエンザHl Nウ イルス。15のアウトブレイクカく

14,1618日 に発生し、総計で疑い例はプタ23.691頭 、確定例HlNl)

頭、死亡例は0頭であつた。



受理 日 番号 報告者名 |■撃名

■
分
〓

一
成
■

一
替

●
物

●

■

■ 原産国
`

論
麟

‐
麒 :苗い

新型インフ

ルエンザ
(HlNl)

新型インフ

ルエンザ
(HlNl)

セルビアにおけるバンデミックインフルエンザA HlNl(2009):発 生日
1月 18日 、最初の確定日 2010年 1月 25日 、報告日 2010年 1

月25日 、原因 パンデミックHlNlウ イルス(2009)。 2010年 1月 18日 に

でバンデミックHlNlウ イルスのアウトブレイクが発生した。飼

育頭数はプタ10830頭 、確定例はプタ20頭、死亡例0頭 であつた。

タイにおけるインフ,レ エンザA/HlNlウイッレス:発 生日 2009年 12月 4

日、最初の確定日 2010年 12月 14日 、報告日 2009年 12月 14日 、原

インフルエンザA/HlNlウイフレス。2009年 12月 4日 ltSARABURIで

インフルエンJA/Hl Nlウ イルスのアウトブレイクが発生した。飼育頭

数はプタ680頭 、確定例はプタ34頭 、死亡例0頭であつた。

台湾におけるA/Hl Nlイ ンフルエンザウイルス:発生日 2009年 10月

19日 、最初の確定日 2009年 11月 2日 、報告日 2009年 11月 5日 、原

A/HlNlイ ンフルエンザウイルス。2009年 10月 19日 にT'A:TUNG
でA/HlNlイ ンフルエンザウイルスのアウトブレイクが発生した。飼育

、確定例はプタ160頭 、死亡例0頭 であつた。

こおけるインフルエンザA/HlNlウイルス :発生日 2009年 10月

日、最初の確定日 2009年 11月 19日 、報告日 2009年 12月 11日

インフルエンザA/Hl Nlウ イルス。2009年 11月 25日 にBEl」 ING

インフルエンザA/HlNlウイルスのアウトブレイクが発生した。飼育頭

ヌ52頭 、確定例はイヌ2頭、死亡例0頭であつた。

デンマークにおける′ヽンデミックインフルエンザA/Hl Nlウ イルス:発

2010 January
日 2010年 1月 4日 、最初の確定日 2010年 1月 9日 、報告日 2010

1月 9日 、原因 ′くンデミックインフフレエンザA/Hl Nlウ イルス。2010

1月 4日 にEast.Rhgstedで バンデミックインフルエンザA/Hl Nlウ イ

ブレイクが発生した。飼育頭数はプタ3.200頭、確定例は

タフ20頭、死亡例0頭であつた。

イツにおけるインフルエンザウイルスA HlNl:発生 日 2009年 11月

1日 、最初の確定日 2009年 12月 3日 、報告日 2009年 12月 10日 、

因 インフルエンザウイルスA HlNl.2009年 11月 21日 (こ

でインフルエンザウイルスA HlNlの アウトブレイ
飼育頭数はプタ425頭、確定例はプタ2頭 、死亡例2頭

'あった。

受理日 一般名
生物由来成分

名
原材料名 原産ロ ｒ

一佛
・〓

有
分

含

区
感築症(PTl

新型インフ

ルエンザ
(HlNl)

型インフ

2010 January

f oE29E.IFE tl>i=-rt ,/H|N1 2ooso'()v7.20o94
2009 0ctober 0月 11-19日 にノルウェーNORD―TRONDELACの skogn、 Trondel年、

鶴i激鷲瓢孟認 瞑{=載翠霧昔魂t肇1観:

f脚:jy錫男殺 晰熙猛尉需器 5牙

生した。飼育頭数はプタ2445頭、確定例はプタ164頭 、死亡例

た 。

鯖櫨革篤
`ご

「難%欄暫鑑緯 鯖臨彗瞥

懲Tζ譜艦紹鷺為暴器1あ努写ε才際発
、総計で疑い例はプタ10068頭、確定例はプタ161頭 、死亡例0頭

であつた。

縣    「
例ヽはプタ950頭 、確定例はプタ800頭 、死亡例0頭であつた。

婿Fll緯1:背:】ぎ覇躍墨
イ温:雪雷名(第ξ

11月 0日 、原因2009パンデミックA/HlNlイ ンフルエンザウイ

化奎鍔鋼賢″男1戦猥 :賞罵ξ留縦り

`鵜
頭、確定例は不明、死亡例0頭であつた。

死亡例0頭であつた。
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受理日 番号 報告者名 感染症(ITl

ルス感

染 (ヘンドラ
イルス)

シアにおけるパンデミックインフルエンザA/Hl N12009ウ イルス:発
日 2009年 11月 10日 、最初の確定日 2009年 12月 3日 、報告日

12月 23日 、原因パンデミックインフルエンザA/Hl N12009ウ イ
2009年 11月 10日 にCHUVASHSKAYA RESPUBuKAで パンデ

ミックインフルエンザA/HlN12009ウ イルスのアウトブレイクが発生し
た。飼育頭数はプタ10,625頭、確定例はプタ45頭 、死亡例0頭であっ

た。

100006に 同じ

]における口蹄疫 :発生 日 2010年2月 22日 、最初の確定 日 20

月28日 、報告日 2010年3月 1日 、原因 口蹄疫ウイルス 0型 。

2010年 2月 22日 にGUANGDONGで 口蹄疫のアウトブレイクが発生し

た。飼育頭数はプタ8,382頭、確定例はプタ1474頭 、死亡例0頭 、屠

殺8,382頭であつた。

月、ベトナムSOn ta省 の二つの地区で口蹄疫が広がつてお

り、水牛およびウシ235頭 、プタ180頭 が感染した。感染地域では感染

止および撲滅の措置を講じている。

英国で0157大 腸菌のアウトブレイクが発生し、Surrey牧場の動物6種

tb?f:" VLA (Veterinary Laborabnes Acency)11
ンプル中331こ 感染源である0157種 が検出されたと報告した。HPAに
ると、Godstone牧場と関連した症例総数は6768例 で小児が感染

「安定もしくは改善傾向」の状態で入院している。Whte Post牧場
121サンプル中5にはVTEC(verovytot。 気n produdng大 腸菌 )

フが推定され、ウシおよび仔ウシ (公衆との接触はない)、 屋内の

'お
よびヤギに検出された。Godstone農場および姉妹農場も衛

対応が不十分であるため閉場した。VVhte Post農場は2名 の来場
が確認された後、閉場した。

イスにおけるブルセラ症 :発生日 2000年 9月 9日 、最初の確定日

年9月 16日 、報告 日 2009年 9月 18日 、原因 ブタ流産菌

sus)。 2009年 9月 9日 にOENEVEで ブルセラ症のアウトブレ

生した。飼育頭数ブタ52頭 、確定例プタ39頭 、死亡例1頭、屠

であつた。

-mail
201002030366

2010 March l
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受理 日 番 号 報告者名 一般名
生物由来成分

名
原材料名 原産目

文

献舗
断

感染症(P⊃

グラクソ・スミ
スクライン

グラクソ・
スクライン

インフル
ワクチ 発育鶏卵

エンザHAワクチ 鶏卵

ンフル
オキシヨーエンザHAワクチ

リウム

インフル
キシヨー

ンザHAワクチ
酸ナトリウム

ン(HlNl株 )

テクネチウム人 テクネチウム
アルプ

ン(胆汁)

2010 Febnary

ProMED― ma‖

200912204298

国、カナダ

ジーラン

ルゼンテン、オー

イツにおけるブルセラ症 :発生日 2009年 12月 2日 、最初の確定日

12月 18日 、報告日 2010年2月 9日 、原因 ブタ流産菌
ru ce“a suに )。 2009年 12月 2日 にBRANDENBじ RGでブルセラ症のア

トブレイクが発生した。飼育頭数ブタ38頭、確定例ブタ5頭、死亡例

屠殺例5頭であつた。

12月 18日 、臓器提供者から少なくとも1人の臓器移植者に極

めて珍しい感染が認められ、初のアメー′`(Bdamutha
ヒト感染が報じられた。11月 にUMMC(unⅢ ersty Of Mに ●s● p●

Medcd Centeう で神経障害で亡くなった患者から臓器提供を受けた4

例のうち、2例 は重症 (そ れ以外は無症状 )であり、CDCは 1例 に

mandHL市 sを確認した。この徹少寄生虫は土壌で発見さ
れ、ヒト、ウマ、イヌ、ヒツジおよび霊長類に脳炎を引き起こす。免疫

制状態にある臓器移植患者では危険な寄生虫である。し卜感染は極

ベルギー.

18)

ムRIファーマ
ルブミン('

ン(''mTc)

70/138ページ

珍しく、1990年 の発見後、世界で150例 のみが報告されている。



f;E
.-,.:.

報告者名|

化学及血清

療法研究所

化学及血清

療法研究所

訴
一

原材料名
二材苗菜晟分
|■ |1名 1‐ ||‐

名
●

般

一
一
一

原産国

2009年4月 、プラジルにおいて母親が分娩後に黄熱ワクチンを接種

し、黄熱ワクチンウイルスが母乳を介して乳児へ伝播したとの報告が

なされた。乳児はほぼ母早しのみで育ち、生後23日 に抗痙撃薬に治療

20101 要する発作で入院し、髄膜脳炎の治療のため抗菌・ウイルス剤が

投与された。乳児のOSFl脳脊髄液)か らは1フ DD黄熱ワクチンウイル

スが検出され、血清およびCSFに 黄熱特異的なLM抗体も検出され

た。調査の結果、乳児は母乳を介した黄熱ワクチンウイルス感染と特

定され、費熱ウイルスのl■露が選けされないもしくは延期できない場

合を除き、授乳中の女性への黄熱ワクチン接種は行うべきではない。

Season 100052に 同じ
I endihg

9.2010

2010/5/21

2010/5/21

2010/5/21

HBs人免疫グ
ブリン

免疫
血 液

12)

インフフレエン
ザ

CDC F uView

ヤウイルス

クラミジア Evolution 9;

Schweiz Tierhelkd

ブリン

オキシリボヌ
レアーゼ 1

100053に 同じ

100097に 同じ

l織培養不

型肝炎ワ
―ジーラン 100055に 同じ
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受理 日 番号 報告者名 ■般名

化学及血清

法研究所

田辺三菱製

薬株式会社

持田製薬

田製薬

培養不

リヌスウ

下垂体性性腺刺
モ ン

ノキサパリンナ
リウム

感染症(PTl

モラクセラ

Schweiz Ti● 出eikd

本小児感染症

(2009 NOvember
14-15)535p232

Disease

1511314-1315

生物由来成分
‐名‐ 原材料名

下垂体性性腺

ブタカルボキシ
ベプチダーゼ

原産目|

ュージーラン
シ膵臓 、オーストラリ

_ュージーラン
オーストラリ

有

分

含

区

ス

シヽリキシマブ

へ′`リンベンジ
ルエステル ギー オランダ及び

効

分

有

成

100055に 同じ

\<. Moraxella nonliquefaoiensl:J61 iltE Offi ftftffi
患者は39℃台の発熱および鼻汁・咳を主訴に馨′ |、

摯溜路騨藩駕騎解瞑庭醐ツ翌観贄
姥 検出ヒ 遺伝子解析よりMTぜ

島習濯ぞ∬ 潔 議 響

初例であると思われる。

素産生株の保菌が認められた。ヒトおよびブタ株間

10096相 同性を示し、また、リボタイビング解
ヒトおよびネコに認められるUlリ ボタイププロフアイルと類

窺鸞臨釧 魂鷹駁選脱躊
':芋

:場

盪 閻 躊 曇鋏輩厖
薇i瑠雲第息な減離震虜:慧彎鐸事1

′ヽルティス
え )

夕の障臓

72/138ページ

リネノ`クテ

2009

ていることが示唆された。



報告者名| ■般名

ノ′`フレティス シリキシマブ ウ シ

伝子組換え) トリプシン

シ`リキシマブ
ウシトリプトン

子組換え)

シペプトン

バシリキシマブ

十́竜.=肇ギ
■ill‐ 1
F材料|

ンの膵臓

ンの乳及

酵素

感染症(PTl

クロイツフエ

フレト・ヤコブ

病

証
一朗
籠
一

ノ′ヽルティス

ノノ`ルティス

アメリカ及びカ
ナダ

′`ルティス シ`リキシマブ
子組換え)

フ`レティス シヾリキシマブ
組換え)

′`フレティス バシリキシマブ
子組換え)

び骨由来ゼ
ラチン

アメリカ及びカ

ナダ

アメリカ及びカ
ナダ

2010/5/25

2010/5/25
ファーマ 子組換え)

バシリキシマブ
組換え)

ヒトトランスフェ

リン
卜血液

シ`リキシマ

遺伝子組換

フランス、オー
ストリア、ドイツ

卜血液

ウスモノク
ーナル抗

え )

免疫グロプリン
100003に 同じ

November

100108に 同じ
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一般名
生物由来成分

名
原材料名 原産国

免疫グロプリン
人血液 米国

フィプリノリジン、 ニユ~ン~フン
デオキシリポヌクフィプリノリジ 牛の血清
レアーゼ
フィプリノリジン、デオキシリポ

クレアーゼデオキシリポスク
レアーゼ

乾燥濃縮人アン

チトロンビンコ
人アンチトロン

ンlll

正
用

置
　
¨

適

使

措
　
¨

有

分

　

一

含

区

　

一

感染症(PT)

型インフ

ルエンザ
(HlNl)

(DRAFT)
2009 November

100003に 同じ

100108に 同 じ

100094に 同じ

三共株

・ヤコブ 625-631:

2009 0ctober

インフルエン
ザ

本ウイルス学会

第57回 学術集会
l P074(p355)

100094に 同じ

Sanguinis
97(3):207- 100063に 同 じ

100003に 同じ
(DRA「 r)

November

100094に 同じ

20091

型クロイツ
ェルト・ヤ

・

００９

74/138ページ

コプ病

19

100094に 同じ



番号 報告者名 =般名

ネシス

隼摯電少晉↑原材料名 原産国
含有

区分

75/138ページ

感染症(ITl

型クロ

フェルト・ヤ
2009:374:

100003に 同じ

lnfections
100180に 同じ

15(5):704-709

インフ
2010:

1015(9):

20091

34-3フ : 100000に 同じ

100094に 同じ

重症バンデミック2009インフルエンザA(HlNl)ウ イルス感染とイムノグ

ブリンG2(lgG2)欠 損との関連を調査するため、HlNl感 染患者集団

おけるlgGサブクラスのレベルを調べた。Hl Nl感染患者を、重症

度‐健康妊婦に分類し、各群の血液サンプルを比較した。統ll学
--eFlalET tv)=> tuG. fi &. #lec'lec1' IgG2t:i/t'{6T75r
症Hl Nl感染患者に認められ、これらのレベル低下と重症HlNl感
と関連が示された。多変量解析後にも低アルブミン血症と平均:gG2

ベルについて有意差が見られた。:gG2欠 損患者を対象に平均90
間の追跡調査を実施したところ、低アルブミン血症はほとんどの患

で解消していたが、lgG2欠 損は解消しなかった。健康妊婦では軽

のIgo1/1EG2低 下が認められたが、HlNl感染妊婦ではIgG2レ ベル

た 。

to+o,t )vt r-l=RL\<, 2009, \>i -t2 I >" )ta>+f
(Nl)ウイルスのhaemagglu●nh HAlに 変異のあるD2220が死亡

および重篤症例に頻繁に認められたが、中等度の症例では事実上

認められなかった。この差異は統計的に有意であり、本結果は、この

変異と臨床症状間における因果関係と一致している。本報告は、重

舞響

`場

晶『 方覇曇撃虜(1瑚 窒7墓誓祈稚;1駐摯 曇雛 嚢

を

異ウイルスが非常に低い頻度で流行しているかを判断するために軽

症の症例を対象とした調査力`必要である。

新型インフ

ルエンザ

(HlNl)

受理日 番号 報告者名 ‐般名

2010/5/2
人フィプリノ

生物出来成分

名
原材料名 原産国

有

分

含

区
感染症(PT)

.型クロイ'

ェルト・ヤ

ン フ

ルエンザ
(HlNl)

異型クロイE

フェルト・ヤ
コブ病

Weekly

16(10)

722-723 Apll

2010

2010 March 12

16(4),

(National lhstitutc of Health)oFI*tl*?t 7l=t;L\<at )t>

蹴1篤糧嘉寵ι協響じ語爾噺爺宇留ド
害によるヒトの脳動脈を破壊するアルツハイマー病と似てい

どす離才劣;囮懸裂俊::更艦 ま:慇
ミ精お島じ季脚 臨 鯨鑢誕ダr示詔パンデミッ

宅糧習」縛:蹟響矮ざ鳥艦 凛譴駐巣滉轟籍
'I

る。本研究は、プリオン病の徴候が多数発現したが、プリオン病を代

鯖幕嘉峯望覇繕観戦ユう1臨選裂跳
ン蛋自プラークカt蓄積されていた。

日本血液センターは献血後にインフルエンザAバンデミック

能性のある血液製剤につき、NATlnudび c add

こヽとが示唆される。

100094に 同じ

100063に 同じ

インフルエン
ザ

日本ウイルス学会

第57回 学術集会

l P074(p355)

Vox Sanguinis

2009:97(3):207-

210

″
ザ

，

四
”
帥

FDA′ CBER
Cuidance For

(DRAFTl

November

100003に 同じ



報告者名 =般名
生物由来成分

1名  ‐ 原材料名 原産国 感染症(PT)

型ク

フェルト・ヤ

コプ病

Avalable Onhne

59(02):34-37:

2010」 anuary 22

100094に 同じ

100180に 同じ

100003に 同 じ

100094に 同じ

100180に 同じ

100180に 同じ

ェルト・ヤ
2128-2128

Infectious
iseases 2010; 100180に 同じ

呻卿
100180に 同 じ

116(10)

ises 16(4):

723 Ap■ 1
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証
鯛
髄
一一　
　
無
　
　
一

舗
勁
　
一　
勧
齢
　
一

一般名
生物由来成分

名
原材料名 原産国

血液凝固第区

因子

日本ウイルス学会

第57回 学術集会

l POフ 4(p355)

100094に 同 じ

型ク Sahguinis
フェルト・ヤ 97(3):207- 100063に 同じ

100003に 同じ
(DRA「 r)

November

・

００９
100094に 同じ

2009:

ェルト・ヤ

19

incet 2009:374
128-2128

100003に 同じ

100180に 同じ

34-37:
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コブ病

January 22

100003に 同じ




